
条
例
や
予
算
な
ど
市
議
会
で
議

決
し
た
こ
と
は
、
11
万
５
千
市
民

を
拘
束
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
だ
け
議
員
の
責
任
は
重
い
と

言
え
ま
す
。

12
月
市
議
会
に
大
橋
良
一
市
長

が
提
出
し
た

議
案
は
、
補

正
予
算
や
幼

稚
園
・
保
育

所
の
保
育
料

を
定
め
る
条

例
な
ど
、
全

部
で
22
議
案
。

11
月
28
日

の
本
会
議
で

議
案
に
対
す
る
質
疑
が
行
わ
れ
、

３
人
が
質
疑
し
ま
し
た
。
う
ち
２

人
は
、
日
本
共
産
党
議
員
団
の
さ

え
き
由
恵
議
員
と
小
坂
徳
蔵
議
員
。

内
容
は
、
幼
稚
園
・
保
育
所
の
保

育
料
の
条
例
改
正
、
補
正
予
算
や

新
規
条
例
等
の
６
議
案
。
市
民
を

拘
束
す
る
条
例
に
つ
い
て
市
民
の

立
場
で
た
だ
し
ま
し
た
。

共
産
党
議
員
団
の
存
在
で
、
行

政
の
チ
ェ
ッ
ク
が
し
っ
か
り
果
た

せ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

来
年
４
月
か
ら
始
ま
る
、
子
ど

も
子
育
て
支
援
制
度
。
幼
稚
園
や

保
育
所
の
保
育
料
が
ど
う
な
る
の

か
、
保
護
者
に
と
っ
て
一
番
の
関

心
事
で
す
。
今
回
市
長
は
、
保
育

料
を
改
正
す
る
条
例
を
提
案
。

と
こ
ろ
が
、
本
会
議
に
お
け
る

さ
え
き
議
員
の
質
疑
で
保
育
料
の

過
大
な
値
上
げ
が
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
が
浮
き
彫
り
に
。
そ
の
内
容

は
、
年
収
３
６
０
万
円
以
上
の
保

護
者
に
、
年
間
１
万
２
千
円
～
２

万
４
千
円
引
き
上
げ
、
保
護
者
の

負
担
増
は
年
間
３
５
６
万
円
。

共
産
党
議
員
団
は
、
貧
困
と
格

差
社
会
の
も
と
で
、
子
育
て
世
代

を

応

援

す

る

立

場

か

ら

議

案

提

案

権

を

活

用

し

保

護

者

負
担
を
半
額
に
お
さ
え
る
修
正
案

を
提
出
。
し
か
し
、
他
党
会
派
の

議
員
は
黙
っ
て
反
対
。
共
産
党
議

員
団
の
市
民
の
立
場
に
立
っ
た
、

道
理
あ
る
提
案
に
ひ
と
こ
と
も
言

え
な
い
―
こ
れ
が
実
態
で
す
。

今
期
市
議
会
に
、
共
産
党
が
紹

介
議
員
と
な
っ
て
２
件
の
請
願
―

30
人
学
級
な
ど
「
ゆ
き
と
ど
い
た

教
育
の
推
進
を
も
と
め
る
請
願
」
、

「
高
校
・
大
学
教
育
の
無
償
化
を

も
と
め
る
請
願
」
を
提
出
し
、
民

生
教
育
委
員
会
で
審
議
し
ま
し
た
。

政
府
は
現
在
の
小
１
・
２
の
35

人
学
級
を
40
人
学
級
に
戻
す
考
え

で
す
。
こ
の
た
め
請
願
は
、
少
人

数
学
級
を
推
進
す
る
よ
う
求
め
て

い
ま
す
。

ま
た
、
政
府

は
12
年
に
「
高

校
と
大
学
を
段

階
的
に
無
償
化

す
る
」
と
い
う

国
際
人
権
規
約
を
承
認
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
具
体
化
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
請
願
は
給
付
制

奨
学
金
の
創
設
を
求
め
て
い
ま
す
。

共
産
党
は
紹
介
議
員
と
し
て
、

委
員
会
で
趣
旨
説
明
と
質
疑
に
応

答
。
さ
ら
に
、
最
終
日
の
本
会
議

で
は
採
択
を
求
め
る
立
場
で
討
論
。

他
党
会
派
は
、
理
由
も
述
べ
ず

に
反
対
。
無
責
任
な
態
度
で
す
。

総
選
挙
と
同
時
並
行
で
行
わ
れ
た
、
今
年
最

後
の
12
月
市
議
会
は
、
先
月
25
日
に
開
会
し
、

16
日
間
の
会
期
を
終
え
、
今
月
10
日
に
閉
会
。

「
議
会
は
言
論
の
府
」
と
言
い
ま
す
。
地
方

自
治
の
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
市
議
会
。

そ
の
最
大
の
任
務
は
、
市
民
の
立
場
で
行
政
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、
議
論
を
活
発

に
行
っ
て
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め

る
こ
と
。
こ
れ
が
、
地
方
自
治
と
地
方
議
会
の

原
点
で
す
。

日
本
共
産
党
の
４
人
の
議
員
団
は
、
常
に
こ

の
立
場
で
議
会
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

12
月
市
議
会
で
も
本
会
議
と
委
員
会
に
お
い

て
、
◆
議
案
に
対
す
る
質
疑
、
◆
議
案
の
問
題

点
を
明
ら
か
に
す
る
討
論
、
◆
市
民
の
く
ら
し

守
る
修
正
案
の
提
案
、
◆
請
願
採
択
に
向
け
て
、

◆
市
民
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
質
問
等
、

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
市
議
会
と
議
員
の
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。
共
産
党
議
員
団
は
、
市
議
会

活
性
化
の
推
進
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。



市民のみなさまへ

加須市議会議員政治倫理条例違反の調査結果について

加須市議会議員が加須市議会議員政治倫理条例第４条「市
の工事等に関する遵守事項」に違反する疑いがあるとして、
平成26年９月１日付で市議会議長に対し、条例に沿って調査
し、審査結果について市民への公表等を求める調査請求が提
出されました。

市議会は市民の調査請求に基づいて平成26年11月７日、条
例第６条に則って加須市政治倫理審査会を設置し、４回にわ
たって、慎重に調査を行ってきました。市議会議長に対して、
同審査会から12月８日、審査結果について報告書が提出され
ました。

審査会の調査によって、市民から疑念が指摘されていた、
田中良夫議員及び小林利一議員、並びに栗原肇議員の当該３
議員に条例第４条違反の事実が確認されました。

この結果をふまえ、当該３議員の親族企業３社は、加須市
長に対して「競争入札参加資格の抹消に関する変更届」（指
名参加願い取下げ）を提出しました。

この措置によって、当該３議員の親族企業が、市から指名
競争入札に指名される根拠がなくなり、今後、公共工事を受
注することもあり得ません。

本市議会は市民の代表である議員が、条例はじめ法令遵守
を徹底し、「市政に対する市民の信頼にこたえ、清潔かつ公
正で開かれた民主的な市政の発展に寄与する」（条例第１条）
ため、引き続いてその職務を真摯に果たす所存です。 以上

平成26年12月10日 加須市議会議長 平井喜一朗

９
月
、
「
議
員
の
親
族
企
業
が
市
公
共
工

事
を
受
注
し
、
市
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例

に
違
反
し
て
い
る
」
と
市
民
か
ら
議
長
に
調

査
請
求
が
提
出
さ
れ
、
市
議
会
は
政
治
倫
理

審
査
会
を
設
置
し
、
４
回
に
わ
た
り
慎
重
に

調
査
を
実
施
。
そ
の
事
実
を
確
認
し
ま
し
た
。

そ
し
て
審
査
会
は
、
12
月
市
議
会
閉
会
後

の
議
員
全
員
協
議
会
で
、
審
査
結
果
を
報
告

し
、
議
員
全
員
が
了
承
。
こ
れ
を
受
け
議
長

は
請
求
者
に
結
果
を
通
知
し
、
市
民
に
公
表

(

下)

、
さ
ら
に
マ
ス
コ
ミ
に
発
表
し
ま
し
た
。

ま
た
、
該
当
す
る
３
議
員
に
対
し
、
条
例
は

じ
め
法
令
遵
守
の
徹
底
を
求
め
ま
し
た
。

こ
の
問
題
で
市
議
会
は
自
浄
能
力
を
発
揮

し
、
是
正
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
ま

す
。
そ
の
役
割
を
果
た
し
た
審
査
会
。
会
長

は
小
坂
徳
蔵
・
党
議
員
団
長
が
務
め
ま
し
た
。

さ
え
き
議
員
は
議
会
内
外
で
市

民
の
声
や
地
域
の
願
い
を
市
政
に

届
け
て
い
ま
す
。
10
月
30
日
、
種

足
区
長
会
は
、
市
役
所
内
の
市
長

室
を
訪
れ
、
大
橋
市
長
に
「
新
種

足
橋
・
歩
道
橋
設
置
を
求
め
る
要

望
書
」
に
60
団
体
・
４
６
８
名
の

署
名
を
添
え
て
提
出
し
ま
し
た
。
区
長
会

か
ら
野
﨑
会
長
は
じ
め
役
員
及
び
地
元
区

長
の
計
４
人
が
出
席
し
、
さ
え
き
議
員
も

同
席
し
ま
し
た
。

懇
談
で
は
、
会
長
が
署
名
の
趣
旨
と
賛

同
団
体
に
つ
い
て
説
明
。
続
い
て
地
元
区

長
が
、
頻
発
す
る
事
故
に
つ
い
て
報
告
し
、

子
ど
も
の
安
全
か
ら
歩
道
橋
設
置
を
要
望
。

さ
ら
に
さ
え
き
議
員
は
、
「
こ
れ
は
種

足
地
域
全
体
の
声
。
特
段
の
ご
配
慮
を
お

願
い
し
た
い
」
と
重
ね
て
要
望
し
ま
し
た
。

市
長
は
、
「
た
く
さ
ん
の
署
名
で
す
ね
。

種
足
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
、
地
域
を
良

く
し
た
い
と
一
つ
に
ま
と
ま
っ
て
い
ま
す
。

検
討
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

共
産
党
議
員
団
４
人
は
一
般
質
問
で
、
15
項
目
を
取
り
上
げ
、
市
政

を
前
に
す
す
め
る
論
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

さ
え
き
議
員
は
、
政
府
が
来
年
４
月
か
ら
介
護
保
険
を
全
面
改
悪
し
、

◆
要
支
援
者
を
介
護
保
険
の
対
象
外
に
す
る
、
◆
要
介
護
１
・
２
は
施

設
入
所
の
対
象
外
に
す
る
問
題
―
を
取
り
上
げ
、
高
齢
者
の
尊
厳
を
守

る
立
場
で
質
問
。
同
法
に
規

定
し
て
い
る
、
移
行
時
期
の

先
送
り
や
特
例
入
所
を
ふ
ま

え
現
行
の
サ
ー
ビ
ス
が
引
き

続
き
受
け
ら
れ
る
よ
う
提
案
。

市
長
は
「
対
象
と
な
る
方
が

不
安
感
を
高
め
な
い
よ
う
、

移
行
時
期
に
つ
い
て
は
適
切

な
時
期
を
見
極
め
た
い
」
と

答
弁
し
ま
し
た
。


